
現
状
と
課
題

下
水
道
の
普
及
・
水
洗
化

　
令
和
元
年
度
末
の
本
市
の
下
水
道

人
口
普
及
率
は
99
・
1
%
、
水
洗
化

率
は
95
・
9
%
と
な
っ
て
お
り
、
全

国
と
比
較
し
て
汚
水
整
備
は
進
ん
で

い
ま
す
。
今
後
も
よ
り
快
適
で
衛
生

的
な
生
活
が
送
れ
る
よ
う
市
街
化
調

整
区
域
に
お
け
る
整
備
推
進
、
下
水

道
接
続
困
難
地
区
へ
の
整
備
検
討
を

進
め
、
処
理
区
域
を
拡
大
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
水
環
境
の
改

善
に
向
け
、
引
き
続
き
水
洗
化
へ
の

啓
発
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

総
合
的
な
浸
水
対
策

　
令
和
元
年
度
末
の
本
市
の
雨
水
面

積
整
備
率
は
、
55
・
3
％
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
汚
水

整
備
を
先
行
し
て
進
め
て
き
ま
し
た

が
、
近
年
、
局
地
的
豪
雨
（
ゲ
リ
ラ

豪
雨
）
等
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、

今
後
は
被
害
が
生
じ
や
す
い
地
区
か

ら
雨
水
整
備
を
進
め
て
い
く
と
と
も

に
、
内
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
周
知

す
る
な
ど
、
総
合
的
に
対
策
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

健
全
な
企
業
経
営
の
実
現
へ

　
本
市
の
下
水
道
は
、
過
去
集
中
的

に
整
備
を
進
め
て
き
た
た
め
、
将
来
、

施
設
の
更
新
時
期
が
集
中
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
下
水
道
の

機
能
維
持
に
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
、
計

画
的
な
点
検
・
調
査
、
効
率
的
な
改

築
更
新
を
行
う
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
手
法
に
基
づ
い
て
、
健
全
な
経

営
を
実
現
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

❸-2

下
水
道

上下水道

摂 津 市

公共下水道により快適な生活ができるまちにします。また、サービ

スの維持・向上に向け、健全かつ安定的な事業を運営します。

上下水道ビジョン
分野
計画

基本
方向

下水道人口普及率

目標値（令和7年度）基準値重要業績評価指標

99.1% 99.3%

水洗化率 95.9% 96.2%

雨水面積整備率 55.3% 55.6%

経常収支比率（公営企業会計） 　103.9% 100％以上

指標（KPI）

快適な生活環境の創出

●健全な水環境の創造

●下水道人口普及率・水洗化率の向上

危機に強い下水道の実現

●老朽化対策の推進

●浸水対策の推進

●地震対策の推進

下水道サービスの

維持・向上

●下水道事業の健全な経営

●人材育成などの推進

●広報活動の充実

都市基盤を整備し、安全で安心して暮らせるまちにしますみんなが安全で快適に暮らせるまち
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